
 民主党は、73議席（選挙前62議席）と微増。しかし、自民党は291議席を獲得する 

圧勝で、35議席の公明党と合わせて全議席の3分の2（317議席）を再び上回る議席 

を獲得しました。今回の総選挙における厳しい結果は、国民からのアベノミクスに 

対するある程度の評価と民主党を中心とする野党による対案が提示できなかった 

ことに加え、野党の選挙協力が選挙直前であり体制が整わなかったことと低投票率 

などが影響し、このような結果に繋がったのだと思います。  

  私も、東京１３区にて公認候補である「長谷川たかこ」氏の議席獲得のために全力 

で闘って参りましたが、当選させることができず残念です。しかし、意気消沈した 

ままでなく前進していかなくてはなりません。大勝し、さらに傲慢になるであろう 

自民党に対し、私も、しっかりと皆様の代弁者として発言して参る所存です。 

今後ともよろしくご指導、ご支援お願い申しあげます。 
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 ＜裏面につづく＞ 

 2020年オリンピック・パラリンピックの東京開催が決定したことから、都議会民主
党は、東京大会がオリンピックとパラリンピックが最も一つに統合された一体的な
祭典となるとともに、大会時にパラリンピアンや障害者にもやさしい東京を実現して                             
                        いくべきと質問しました。 
                         猪瀬知事は、「2020年に向け、障害の有
無 
                        に関わらず全ての都民がともに暮らす心の 
                        バリアフリー社会の実現を目指し、オリン 
                        ピック・パラリンピックを一体感ある最高の 
                        祭典にする」と答弁しました。 
  

長谷川 たかこ   民主党   43,028 

かもした 一郎   自民党  113,036 当選 

そぶえ 元希    共産    35,518 

和田 ともゆき   次世代   11,915 

 

 たくさんのご支援ありがとうございました。 

 これからも頑張り続けます。 
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五輪施設は大会終了後も 都民が活用するレガシーとせよ 

 

衆議院選挙の結果について 

 
民主党は、73議席（選挙前62議席）と微増。 

自民党は291議席を獲得する圧勝で、35議席の公明党と合わせて全議席の3分の2（320議席）を再び上
回る議席を獲得しました。今回の総選挙における厳しい結果は、国民からのアベノミクスに対する高い評
価が、その結果に繋がったのだと思います。  

今回の民主党の敗北の原因は、アベノミクスに対する対案を提示できなかったことと、野党の選挙協力が
選挙直前であり体制が整わなかったことが挙げられます。私も、東京１３区にて公認候補である「長谷川
たかこ」氏の議席獲得のために全力で闘って参りましたが、当選させることができず残念でなりません。 

しかし、民主党存亡の危機にあって、都民の皆様の批判を厳粛に受け止めつつも、 

大敗の総括をした上で、これまでの経験を将来の糧として、 

意気消沈することなく前進していかなくてはなりません。  

私も、東京都議会議員として、しっかりと皆様の代弁者として発言し、 

前進して参る所存です。 

今後ともよろしくご指導、ご支援お願い申しあげます。 
 

 平成26年第4回都議会定例会が、11月28日に開会しました。今定例会は、衆議院選挙の影響を受け、開会 

はしたものの、代表質問、一般質問、委員会審議は全て衆議院議員選挙以後に延期されることとなり、閉会 

日は25日に変更されました。今定例会では、燃料電池車の早期普及に向けた水素ステーション設備等を導入 

する補正予算や、東京オリンピック・パラリンピック競技大会の恒久施設の見直し、エボラ出血熱や結核など 

の感染症対策等について、議論を行いました。 

 都議会民主党は、近年東京で起こっている土砂災害への対策をはじめ、全国最悪の救急搬送時間の短縮 

、児童虐待防止、非正規雇用で働いている人たちへの支援策などの課題についても、積極的に質疑・提案を 

行っています。 

平成２６年第４回定例議会報告 

五輪施設は大会後を見据えた整備を！ 

感染症対策はあらゆる事態に備えよ！ 



  
 舛添知事は、東京大会の増大した施設整備費を大幅に削減するため、ロンドン五輪・パラリンピック 
会場を視察し、会場計画の見直しを行っています。そこで、施設整備は、知事のロンドン視察を踏ま 
え、大会終了後のビジネスモデルを確認し設計を行い、末永くレガシーとして残すべきと訴えました。 
 舛添知事は、ロンドン視察では、施設は競技スポーツだけでなく、イベントの開催など多目的な活用 
を進めており、収益確保につながるよう工夫を行っていたと述べました。そして、都も民間から後利用 
提案を募集し、「レガシー委員会」で更に検討するなど、都民に末永く活用されるよう施設整備を進め 
ると答弁しました。 
 都議会民主党は、競技施設の後利用において、 
公園など周辺との一体的な運営も求めています。 
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 【大西さとる プロフィール 】 
●1961年   サラリーマンの家庭に次男として生まれる。 

●1986年   立命館大学経済学部卒業。 

                  富士通株式会社入社。社長賞２度受賞。 

●1997年   自ら政治改革を志し、富士通株式会社を退社。 

●2001年   衆議院議員細川律夫公設第一秘書を経て、東京 

                  都議会議員選挙に挑戦するも次点で惜敗。 

        森ビル株式会社で働きながら、次期都議選を目 

                  指し活動再開。 

●2004年   森ビルを退社し、都議選準備に専念。 

●2005年   東京都議会選挙に初当選。 

●2008年   早稲田大学大学院公共経営研究科（修士）卒業 

●2009年   東京都議会議員2期目。文教委員会委員長、    

                  都議会民主党幹事長代行、オリンピック招致委 

        員会理事、経済港湾委員会理事など歴任。 

●2013年   東京都議選3期目当選 環境・建設委員会（平成 

        25～）東京都国民健康保険委員会（平成24 
～）  

      東京都青少年健全育成審議会（平成21～） 

〔家族〕西新井栄町１丁目に妻と3人の男児と在住。 

〔趣味〕旅行、スポーツ、読書 〔座右の銘〕至誠通天 

■所属委員会・評議会  

◆都議会民主党幹事長代行（平成23～24）◇都議会民主党副
幹事長（平成18～19）◆文教委員会委員長(平成21〜22)◇
文教委員会副委員長（平成20～21）◇経済・港湾委員会理事
（平成24～25） ◇オリンピック・パラリンピック招致特別
委員会理事（平成23～24） ◇総務委員会理事（平成24）◆
東京都住宅供給公社評議員会（平成17～18、19～23）◇東
京都中央卸売市場取引業務運営協議会（平成17～19、20～
21） 

  

【大西さとるプロフィール】 
 昭和36年生、立命館大学経済学部卒、早稲田大学大学院
修士課程修了。11年間のサラリーマン生活の後、細川律夫前
衆議院議員公設第一秘書を経て、平成17年都議選初当選。
文教委員会委員長、都議会民主党幹事長代行など歴任。 

 現在3期目、環境・建設委員会所属。 

 東京都議会議員 大西さとる事務所  
     〒121-0816 足立区梅島1-12-6 高橋ビ2F 

     Tel  03-3849-7847    Fax  03-3849-7846   
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 東京都議会は、2020年東京大会において野球・ソフトボールと空手道の競技実施をここに強く求めるものである。 

感染症はあらゆる事態に備え 都民不安の払拭を 

東京都議会では、2020年東京大会における野球・ 
ソフトボールと空手道の競技実施を求める決議を 
行い、国に対して意見書の提出を行いました。 

          五輪施設は大会終了後も都民が活用するレガシーとせよ 

 
 墨東病院など3病院でエボラ出血熱対応訓練が行われました。都議会 
民主党は、西アフリカへの渡航後の都民が発熱し、地域の医療機関を直 
接受診することや、発症者等が入院可能人数を超える、長期化する等、 
想定し得るあらゆる事態に備え、都民の不安を払拭していくべきと訴えま 
した。知事は、エボラ出血熱の正確な情報を都民に正しく理解していただ 
けるよう、様々な広報を通じて周知するとともに、関係機関との連携を一層強化し、対策に万全を 
期すと答えました。 
 

結核など空気感染症への 備えも怠るな 
 

 昨年、日本では、結核によってインフルエンザ死亡者数を超える2817人が亡くなり、年間2万人以上 
が発病するなど、欧米先進国に比べ結核にかかる確率が高くなっています。結核は、免疫力が低下 
した高齢者においては重症化する危険はより高くなり、適切な対応が求められます。 
 都議会民主党は、都民に結核の知識を伝え、早期発見・予防を心がけるとともに、特に高齢者施設 
の管理者に対する啓発を行っていくことを求めました。都は、今なお都内で多くの結核患者が発生して 
おり、都民に結核に関する正しい知識を伝えるとともに、高齢者施設の感染対策に関する研修を行う 
等様々な啓発活動を実施し、患者の減少に努めると答弁しました。 
 

＜定例会終了後に知事と懇親＞ 
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自民党は291議席を獲得する圧勝で、35議席の公明党と合わせて全議席の3分の2（320議席）を再び上
回る議席を獲得しました。今回の総選挙における厳しい結果は、国民からのアベノミクスに対する高い評
価が、その結果に繋がったのだと思います。  

今回の民主党の敗北の原因は、アベノミクスに対する対案を提示できなかったことと、野党の選挙協力が
選挙直前であり体制が整わなかったことが挙げられます。私も、東京１３区にて公認候補である「長谷川
たかこ」氏の議席獲得のために全力で闘って参りましたが、当選させることができず残念でなりません。 
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大敗の総括をした上で、これまでの経験を将来の糧として、 
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 水素と酸素を反応させる燃料電池車の普及について、都は、独自の促進策を盛り込んだ補正予算を今定例 

会に提出、可決されました。大西さとる都議は所属をする環境・建設委員会において、都に対して今回の補正 

予算の目的について質問を行っていますので一部紹介します。 

＜大西都議＞ 

水素エネルギーについて伺います。水素エネルギーの普及は、エネルギーの安全保障の確保や低炭素社会
の構築をはじめ、産業育成の観点からも、有望であります。世界で初めて燃料電池車が市場に投入されるの
を踏まえ、都は水素ステーションの整備促進や燃料電池車の普及に向けた支援対策をとりまとめ、総額40億
円の補正予算を編成した点は評価できます。 

まず、補正予算の目的を伺います 

＜東京都 都市エネルギー部長＞ 

 今回の補正予算は、戦略会議の中間のまとめを実行 

するための第一歩をして、都の思い切った支援策を講じる 

ことで、初期需要の創出をインフラ整備を促進、都の積極 

的な姿勢を発信するためです。 

 また、東京オリンピック・パラリンピックでの水素利活用 

に向けた環境を早期に整備していきます。 

 

平成２６年第４回定例議会報告 

五輪施設は大会後を見据えた整備を 

感染症対策はあらゆる事態に備えよ 

野球・ソフトボール・空手の開催を求めて 

      水素エネルギーの普及 

 水素と酸素を反応させる燃料電池車の普及に

ついて、都は、独自の促進策を盛り込んだ補正予

算を今定例会に提出しました。 

 これは、水素を使用し走行できる水素燃料電池

車が発売されるにあたり、その利用が爆発的に

増えるように都として応援するものです。その内

容は、現在700万円程度で売り出される燃料電池

車に国が200万円補助金を出すことになっていま

すが、これに都として別に100万円補助する予算

と、整備が必要不可欠な水素ステーション整備を

促進するものです。この施策により水素で走る車

を約400万円にて購入することができ、15分程度

の距離にステーションが整備されることになりま

す。 

 大西さとる議員は、所属する環境建設委員会に

おいて、更なるステーションの整備促進などを提

案し、五輪開催時には多くの水素燃料電池車が

走る東京の実現を求めました。 

   

水素を日常生活や産業で利活用する水素社会の実現に
は、エネルギー安全保障、低炭素化、産業育成につなげる
ものとして取り組む必要があります。 

 都議会民主党は、生成で多くの化石燃料を消費するなど
の課題をクリアし、環境先進都市・東京の実現を目指して、
水素社会実現に取り組むよう知事に求めました。また、大
西さとる都議会議員は、環境建設委員会において、、水素
ステーション 

 知事は、日本のエネルギー構造変革につなげ、環境と調
和した未来都市を東京から発信。再生可能エネルギー由
来水素の導入も含め、長期ビジョンに反映させ、取り組み
を加速する、と答えました。 


